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第２８回通常総会�
《第５号議案》役員改選にて、 

　飯田又右衛門氏が会長に再任。 
《第６号議案》特別（社会貢献）委員会を設置。 

５月22日、日本閣において250余名の出席を得て、議案はすべて承認可決されました。

（飯田会長）
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中野法人会の皆様方には、日頃から納税と税務
行政に対しまして、深いご理解と多大なるご協力
を賜っております。本席をお借りいたしまして厚
くお礼を申し上げます。ただ今の総会におきまし
て、皆様方の熱心なご審議のもと、平成15年度の
事業計画をはじめとする全ての議案が滞りなく承
認されましたことを、心よりお慶びを申し上げます。
今回の総会をもちまして役員を退任されました
皆様方には、大変ご苦労様でございました。皆様
方には多年にわたり、中野法人会の発展に寄与さ
れる一方、税務行政の円滑な運営につきましても、
多大なるご貢献をいただきました。これまでのご
尽力に対しまして、深く敬意を表するとともに、
心から感謝を申し上げる次第でございます。皆様
方には今後とも中野法人会の発展のために、お力
添えを賜りますようお願い申し上げます。
また、留任あるいは新たに役員に就任されまし
た皆様方におかれましては、飯田会長を中心とし
て、輝かしい伝統と素晴らしい実績を誇る中野法
人会の更なる発展のために、ご活躍されますこと
を心からご期待申し上げます。
先ほど、会員増強の功績によりまして、会長感
謝状を受彰されました皆様方には、心からお祝い
を申し上げます。
さて、中野法人会は法人会としての役割を十分
に認識され、魅力のある会の運営・活動に努めら
れた結果、昨年は各支部の活動がより一層活発に

展開されました。
また、会員の皆様方におかれましては、長引く
景気の低迷とデフレが続き、会員増強が大変困難
な状況の下で、組織維持拡大のために、一致団結
して会員増強に取り組まれたと伺っております。
ここに改めて、深く敬意を表する次第でございま
す。
さて、我が国の税制につきましては、少子・高
齢化、グローバル化などの急速な経済・社会の構
造変化に、的確に対応し、持続的な経済・社会の
活性化を図るため、中長期的な視点から「あるべ
き税制」が議論されてきております。また、国民
の皆様の税に対する関心も、制度面及び執行面は
もとより、税金の使われ方にまで広く注がれるよ
うになってきております。このような状況の中で、
税務行政に携わる私どもといたしましては、職務
の重大さを再認識しつつ、国民の皆様により信頼
される税務行政の確立と、「適正公平な課税の実
現」に向けまして、一層の努力を続けてまいる所
存でございます。中野法人会の皆様方におかれま
しては、今後共引き続きまして税務行政に対する
深いご理解と多大なるご協力を賜りますようお願
いを申し上げる次第でございます。
結びに当り、社団法人・中野法人会の益々のご
発展と会員の皆様方のご健勝と更なるご事業のご
繁栄を祈念致しまして私の祝辞とさせて頂きます。
本日は誠におめでとうございました。

祝　　辞�

中野税務署長

東　　勝　夫 殿

（第１部総会会場）
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本日は、第28回通常総会、恙無く議事が進まれ
たということで本当におめでとうございます。こ
れまでの執行部をお努めになった皆様、本当にご
苦労様でございました。また、新しい執行部の皆
様、これからのご活躍を心からご祈念申し上げま
す。また、本日表彰をお受けになられた皆様、本
当におめでとうございました。
私ども中野区も区の行政を預かって皆様の納税
によって区民サービスをさせて頂いている立場で
ございます。そうした意味で法人会の皆様の日頃
の会の活動が、大きな力となって私どもの行政活
動を支えて頂いているわけであります。
そうした皆様に対しまして誠にこの席で申し上
げなければならない心苦しいことがございます。
一昨日の夜半、中野区の職員が、業務上横領の疑
いで野方警察署に逮捕されるという不祥事を起こ
してしまいました。私どもの行政の活動は区民の
皆様から貴重な財産・税金を頂き、その財産を公
金としてお預かりして使っているわけでありまし
て、区民の皆様の信頼の上に成り立っているとい
う事に他ならないわけでございます。この場をお
借りいたしまして、皆様にお詫びを申し上げたい
と思います。こうした不祥事が二度と起きること
がないように、職員の指導の面あるいは、組織の
あり方、仕事の管理のあり方を徹底的に調査をい
たしまして、再発防止の策を講じてまいります。
現在の経済環境が大変厳しいなかでの区民の皆
様の必死の事業運営やご努力に報いるべく私ども
も懸命に信頼回復に努めてまいりたいと考えてお
ります。
この一年、新しい体制におきまして、中野法人
会の皆様の益々のご繁栄、そしてご出席の皆様の
ご多幸と益々ご活躍なさいますことを祈念いたし
まして、私のごあいさつとかえさせて頂きます。
本日は本当におめでとうございました。

社団法人・中野法人会の皆様には、日頃から東
京都の税務行政につきまして、ご理解ご協力を賜
りまして本席をお借りしまして、厚く御礼申し上
げます。
只今、第28回通常総会のすべての案件が滞りな
く承認可決されましたことを、心よりお慶び申し
上げます。役員を退任された方々には、大変お疲
れ様でございました。また、飯田会長をはじめ新
たな役員の方々には、今後ともよろしくお願い申
し上げます。只今、表彰を受けられました会員の
皆様には、日頃のご労苦に深く敬意を表しますと
ともに、心よりお祝い申し上げます。
さて、都税関係では三点お知らせ申し上げます。
第１点目は、固定資産税にかかる新たな縦覧制度
が今年度からスタートしております。納税通知書
は、６月早々お手元に届きますが、縦覧期間は６
月30日までということに、大幅に延長になってお
りますのでどうぞご利用ください。
第２点目は、今年度も固定資産税の小規模非住
宅用地にかかる減免を実施いたします。第３点目
ですが、昨日の新聞にも載っておりましたが、最
近都税事務所職員を装って電話でＦＡＸ番号を聞
き出す事例が発生しております。どうかご注意頂
きたいと思います。
中野都税事務所といたしましては、これからも
より一層公平適正な税務行政を効率的に運営する
所存でございます。どうか皆様のご理解とご協力
を引き続きお願い申し上げます。
結びにあたりまして、社団法人・中野法人会の
益々の発展とご列席の皆様方のご健勝と事業のご
繁栄を祈念申し上げまして、あいさつとさせて頂
きます。本日はおめでとうございました。

中野区長

田中　大輔 殿
中野都税事務所長

橋本　 之 殿

（第２部懇親パーティ会場）
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平成14年度　会員増強功労者表彰
「支部表彰の部」

「個人表彰の部」

〔最優秀支部賞〕
〔努力支部賞〕

第３支部・第７支部・第８支部
第１支部・第２支部・第４支部・第５支部・第６支部・第９中央支部
第９本町支部・第10支部・第11支部・第12支部

「上期表彰分」
（平成14年9月5日・京王プラザホテル）「会員合同研修会」にて表彰

◎4月～8月：新規企業3社達成支部
◎取扱企業10社達成支部

第３支部・第９本町支部
第９中央支部・第９本町支部・第11支部

「下期表彰分」
（平成15年5月22日・日本閣）「第28回通常総会」にて表彰

◎取扱企業10社達成支部
◎現在の支部役員加入率10％アップ

かつ役員加入率60％達成支部

第１支部・第３支部・第７支部・第10支部
第９中央支部

〔第 １ 支 部〕
〔第 ２ 支 部〕
〔第 ３ 支 部〕
〔第 ４ 支 部〕
〔第 ５ 支 部〕
〔第 ６ 支 部〕
〔第 ７ 支 部〕
〔第 ８ 支 部〕
〔第9中央支部〕
〔第9本町支部〕
〔第 10 支 部〕
〔第 11 支 部〕
〔第 12 支 部〕

横 山 保 全 3

東京ウエスタン交通1

3 富 士 屋 商 店
1 大 森
三 恵 電 気 1

2 松 喜
1 大昭国際旅行社
高 波 興 業 2

1コーエーテクニカ
東 悠 石 油 1

2 青 木 葬 儀 社
城 西 運 送 1

野 上 食 品 1

横 山 浩 之
福 本 敬 文
浅 井 徳 昭
竹 渕 　 晃
斉 藤 喜 久 雄
藤 沢 義 一
安 達 昭 子
高 波 貞 二
清 水 　 明
吉 川 　 茂
青 木 平 四 郎
森 山 晴 男
野 上 茂 夫

大 和 産 業 1

辰 巳 食 品 1

1セイコーサービス
2 仲 川 式 典
2 上 州 屋 葬 祭
1 日 栄 東 海
1建築設計エスカルゴ
2 吉岡ランドリー
ツ カ サ 電 工 1

2 岩 崎 物 産
2 デ ジ コ ム
第 一 建 業 1

1 老 川 工 芸 所

青 柳 　 保
杉 田 數 祐
本 間 誠 二
鈴 木 　 強
谷 津 和 広
江 川 達 雄
鈴 木 照 男
吉 岡 一 義
古 野 　 典
岩 崎 充 利
坂 崎 隆 義
香 西 敏 夫
老 川 知 範

（敬称略）

平成14年度　経営者大型総合保障制度推進表彰

（平成15年5月27日・明治記念館）「第25回通常総会」にて表彰

◎（全法連）県連関係・功労者表彰
◎（全法連）単位会関係・功労者表彰
◎（東法連）永年勤続役職員表彰
◎（東法連）会員増強功労者

飯田又右衛門
折原烈男・石川ゆう子
小澤岩男・萩尾孝之
宮島武司・小山良夫・吉岡正美・須藤勝見・畦地秀明

平成14年度　全法連・東法連表彰関係 （敬称略）

第28回通常総会の席上、平成14年度の「会員増強の功労に対する表彰」又、「経営者大型総合保障制度
の推進に対する表彰」がありましたので、掲載させていただきます。受彰された皆様、大変におめでとう
ございました。

５月27日、東法連「第25回通常総会」が、明治記念館で開催されました。その席上、平成14年度の功労に対し、
又、永年役職員としてご尽力をされた功績により次の皆様方が表彰されましたので掲載させていただきます。
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（ ）（第１号議案）

平成14年度の事業活動概況
平成14年度の事業活動は、基本的な事業計画に沿い、税知識の普及・納税意識の高揚と併せて、経営者としての資質向上、社
会貢献活動への参加など、幅広く研修事業を推進した。
１．事業活動の充実

事業活動を通じて、税知識の普及・向上はもとより、異業種間の情報交換の場としての各種研修会、講演会、パソコン
実務講座などを活発に開催した。また、従来の研修会を一部見直し、全会員に参加を募るなど積極的に事業を推進した。
また、支部独自の活動として、見学会・研修会などを開催し、「異業種交流会」としての親睦を深めた。

２．納税意識の向上と社会貢献活動
本年度も「中野まつり」に、事業委員会、広報委員会、青年・女性部会の応援を得て、税金クイズを実施し、2,000余名
が参加され、広く一般の方に対する税知識の高揚などそれぞれPRに努め、法人会の知名度の向上を図った。

３．福利厚生の普及推進
安心してより良い企業に専念できるよう、各種共済制度促進に努め、財政基盤の強化に貢献した。特に「経営者大型総
合保障制度」については、今年度も目標を達成し、財政確保に大きく寄与した。

４．組織の充実・強化
組織強化の一環として、本年度も会員増強月間を中心に13支部全役員の協力により、149社を獲得することができたが、
厳しい経済環境の影響を受け目標達成には至らなかった。

平成14年度　事業報告 自平成14年４月１日
至平成15年３月31日

説明会等開催状況

事　　　業　　　名
決 算 法 人 説 明 会
法人税・消費税書き方説明会
新 設 法 人 説 明 会
年 末 調 整 説 明 会
源 泉 所 得 税 実 務 講 座
法 人 税 実 務 講 座
簿 記 講 習 会
パ ソ コ ン 講 習 会
新 入 会 員 交 流 会
会員合同研修会（講演会）
講 演 会 （ 健 康 セ ミ ナ ー ）
特 別 講 演 会
支 部 税 務 研 修 会
支 部 研 修 会
源 泉 研 究 部 会 研 修 会
青 年 部 会 研 修 会
女 性 部 会 研 修 会

小　　　　　　　計
第 2 7 回 通 常 総 会
新 年 賀 詞 交 歓 会
中 野 ま つ り

小　　　　　　　計
合　　　　　　　計

開催回数
11回
4回
6回
1回
1回
1回
1回
1回
1回
1回
1回
1回
26回
13回
8回
5回
6回
88回
1回
1回
1回
3回
91回

参加人員
381名
93名
95名

延917名
63名
54名

延173名
延298名
71名
103名
52名
104名
615名
775名
189名
102名
183名
4,268名
250名
272名
2000名
2,522名
6,790名

備　　　　　　考

延４日間
延２日間
延２日間
延５日間
延12日間

全支部で開催

地域社会貢献活動

説
明
会
・
研
修
会
・
懇
談
会
・
講
演
会
等

そ
の
他

（第２号議案）

（収入の部）

平成14年度　収支決算報告書
（平成14年４月１日～平成15年３月31日）

科　　　　　　　　目
１．基 本 財 産 利 息 収 入
２．会 費 収 入
３．支 部 事 業 収 入

部 会 会 費 ・ 事 業 収 入
４．臨 時 会 費 収 入
５．研 修 会 費 収 入
６．補 助 金 収 入

事 業 費 補 助
人 件 費 補 助
青 ・ 女 　 部 会 補 助
運 営 費 補 助
会 員 増 強 普 及 費 補 助
臨 時 会 員 増 強 推 進 費
地域社会貢献・研修費補助
共 済 制 度 推 進 補 助
特 退 共 事 務 委 託 費

７．簡 保 手 数 料 収 入
８．雑 収 入
９．受 取 利 息
10．退職給与引当金取崩収入
11．当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）
12．前 期 繰 越 収 支 差 額
13．収 　 入 　 合 　 計 （ Ｂ ）

予　算　額
6,500

42,129,720
5,000,000
7,000,000
5,500,000
2,600,000
15,692,575
2 ,681 , 800
1 ,200 , 000
400 ,000
200 ,000
500 ,000
100 ,000
200 ,000

10 ,137 , 400
273 ,375
700,000
1,500,000
30,000

0
80,158,795
15,812,225
95,971,020

決　算　額
2,500

40,860,033
4,111,496
4,595,495
4,080,000
3,828,400
15,892,575
2 ,681 , 800
1 ,200 , 000
400 ,000
200 ,000
500 ,000
100 ,000
400 ,000

10 ,137 , 400
273 ,375
484,177
1,720,910
15,485

6,047,400
81,638,471
15,812,225
97,450,696

差　　　異
4,000

1,269,687
888,504
2,404,505
1,420,000

－1,228,400
－200,000

0
0
0
0
0
0

－200 ,000
0
0

215,823
－220,910
14,515

－6,047,400
－1,479,676

0
－1,479,676

備　　　　　　考
信託銀行利息
会員会費
支部・行事参加費等
部会・行事参加費等
総会・新年賀詞交歓会等
研修会・講習会等

公益収入・全法連
公益収入・全法連
公益収入・全法連
公益収入・東法連
公益収入・東法連
公益収入・東法連
公益収入・東法連
収益収入・全法連（連協費含む）

収益収入・全法連
事務委託手数料
大同・健診収入
銀行受取利息
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（支出の部）
科　　　　　　　　目

１．事 業 費
講 習 会 指 導 費
支 部 活 動 費
（ 支 部 助 成 費 ）
（会員増強支部交付金）
部 会 活 動 費
（ 部 会 補 助 費 ）
中 野 法 人 会 報 費
連 合 会 費
全 法 連 会 報 費
連 合 会 行 事 費
会 員 増 強 運 動 費
印 刷 製 本 費
通 信 費
図 書 費
調 査 研 究 費
慶 弔 費
諸 会 費
簡 保 会 事 務 委 託 費

２．会 議 費
総 会 費
役 員 会 費
委 員 会 費
厚 生 連 協 費

３．管 理 費
給 与 手 当
退 職 金
福 利 厚 生 費
会 員 管 理 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
修 繕 費
水 道 光 熱 費
火 災 保 険 料
地 代
雑 費

４．法 人 税 等 繰 入 額
５．固 定 資 産 取 得 支 出

備 品 購 入 費
６．積 立 預 金 支 出

退 職 給 与 積 立 預 金
創立・社団・周年積立預金
会 館 建 設 積 立 金

７．予 備 費
８．当 期 支 出 合 計（Ｃ）
９．当 期 収 支 差 額
10．前 期 収 支 差 額
11．次 期 収 支 差 額

科　　　　　　　　目
１．流 動 資 産

現 金
普 通 預 金
当 座 預 金
通 常 貯 金 （ 郵 便 局 ）
支 部 活 動 費 前 払 金
部 会 活 動 費 前 払 金

流 動 資 産 合 計

２．固 定 資 産
（1）有 形 固 定 資 産

建 物
什 器 備 品
減 価 償 却 累 計 額

有 形 固 定 資 産 合 計
（2）そ の 他 の 固 定 資 産

基 本 金 特 定 預 金
会 館 建 設 特 定 預 金
減 価 償 却 特 定 預 金
周 年 行 事 特 定 預 金
賃 借 権
電 話 加 入 権
そ の 他 の 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資産合計

資　　産　　の　　部

予　算　額
45,850,000
15 ,000 , 000
10 ,000 , 000
4 ,550 , 450
2 ,020 , 000
8 ,000 , 000
1 ,400 , 000
2 ,000 , 000
200 ,000
1 ,100 , 000
1 ,500 , 000
500 ,000
2 ,000 , 000
3 ,500 , 000
250 ,000
300 ,000
600 ,000
300 ,000
600 ,000
7,830,000
3 ,300 , 000
3 ,300 , 000
1 ,000 , 000
230 ,000

30,225,000
20 ,000 , 000

0
2 ,700 , 000
1 ,500 , 000
1 ,000 , 000
1 ,700 , 000
1 ,200 , 000
300 ,000
350 ,000
75 ,000

1 ,000 , 000
400 ,000
100,000
500,000
500 ,000
8,000,000
1 ,000 , 000
1 ,000 , 000
6 ,000 , 000
3,466,020
95,971,020

－15,812,225
15,812,225

0

金　　　額

708 ,704
6 ,270 , 144
433 ,496
1 ,904 , 100
4 ,392 , 713
2 ,198 , 017
15 ,907 , 174

4 ,675 , 285
4 ,638 , 503

－4 ,460 ,000
4 ,853 , 788

5 ,000 , 000
29 ,500 , 000
4 ,460 , 000
3 ,000 , 000
2 ,898 , 200
190 ,403

45 ,048 , 603
49 ,902 , 391

65,809,565

科　　　　　　　　目
１．負 債
（1）固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

（2）流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

２．正 味 財 産
（1） 基 本 金
（2） 剰 余 金
（うち当期正味財産増加額）

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

負債及び正味財産の部
金　　　額

0

0

5 ,000 , 000
60 ,809 , 565
5 ,094 , 949

65 ,809 , 565

65,809,565

決　算　額
40,932,473
13 ,522 , 021
12 ,403 , 452
5 ,390 , 075
2 ,020 , 000
5 ,577 , 699
1 ,400 , 000
2 ,111 , 655
200 ,000
1 ,008 , 000
456 ,409

0
1 ,472 , 559
3 ,357 , 973
52 ,596
81 ,820
315 ,750
64 ,405
308 ,134
6,633,900
3 ,183 , 356
2 ,452 , 297
768 ,247
230 ,000

28,761,249
14 ,771 , 775
5 ,070 , 000
2 ,303 , 751
1 ,406 , 810
766 ,790
1 ,227 , 082
1 ,335 , 023
245 ,252
321 ,366
73 ,100
982 ,680
257 ,620
215,900

0
0

5,000,000
0

1 ,000 , 000
4 ,000 , 000

0
81,543,522

94,949
－15,812,225
15,907,174

差　　　異
4,917,527
1 ,477 , 979

－2 ,403 ,452
－839 ,625

0
2 ,422 , 301

0
－111 ,655

0
92 ,000

1 ,043 , 591
500 ,000
527 ,441
142 ,027
197 ,404
218 ,180
284 ,250
235 ,595
291 ,866
1,196,100
116 ,644
847 ,703
231 ,753

0
1,463,751
5 ,228 , 225

－5 ,070 ,000
396 ,249
93 ,190
233 ,210
472 ,918

－135 ,023
54 ,748
28 ,634
1 ,900
17 ,320
142 ,380

－115,900
500,000
500 ,000
3,000,000
1 ,000 , 000

0
2 ,000 , 000
3,466,020
14,427,498

－15,907,174
0

備　　　　　　考

講習会・講演会・研修会・説明会等
支部事業費他

（会員増強・支部協力費）
源泉・青年・女性部会事業費他
（源泉・青年・女性部会活動費補助）
会報・年5回発行費
東法連・会費
（ほうじん）購入費
全・東法連行事参加費
会員増強・ノベルティー
行事開催案内等
行事通知・会報発送費
日経新聞・税務図書費
渉外・調査・研究費
会員・友誼団体慶弔費
関係団体・会合・会費
事務委託費

総会関係費用
理事会・常任理事会等
委員会関係等

職員給与（内事業費 11,817,420円）

法定福利費等
計算センター事務委託費・閲覧料
旅費交通費等
電話・郵送代等
事務用品費等
修理・修繕費
電気・ガス・水道料金等
火災保険料（年間費）
81,890円×12ケ月
雑費
都民税・事業税・法人税・固定資産税

備品購入費

（Ａ）－（Ｃ）

（Ｂ）－（Ｃ）

（支部活動費補助）
（臨時研修会補助費120万含む）

貸借対照表 （平成15年３月31日現在）
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（ ）（第３号議案）

重　点　施　策

本年度の事業活動は、基本的には従来の諸施策を踏襲し、会員の要求に応える健全な運営と効率的な発展を図るため、公益法
人として広く一般社会に目を向けながら、納税意識の向上と地域社会に密着した貢献活動に積極的に取り組む。
又、組織の強化・充実については、長引く景気後退による経済環境の悪化を反映して、会員数が減少傾向にあるため、会活動
の一層の活性化と会員の維持拡大を最重要課題として、特に支部活動については、会員のニーズに合った活動を推進し、会員増
強運動を展開する。
尚、会員企業の福利厚生事業の拡充は、経営の安定と雇用対策を助成し、且つ財政基盤の強化に寄与するため、一層の普及推
進に努める。

平成15年度　事業計画 自平成15年４月１日
至平成16年３月31日

（第４号議案）

（収入の部）

平成15年度　収支予算
（平成15年４月１日～平成16年３月31日）

科　　　　　　　　目
１．基 本 財 産 利 息 収 入
２．会 費 収 入 （ 一 般 ）

会 費 収 入 （ 部 会 ）
３．支部事業収入（参加費）

部会事業収入（参加費）
４．臨 時 会 費 収 入
５．研 修 会 費 収 入
６．補 助 金 収 入

事 業 費 補 助
人 件 費 補 助
青 女 部 会 補 助
運 営 費 補 助
会 員 増 強 推 進 費 補 助
臨時会員増強推進費補助
研 修 費 補 助
共 済 制 度 推 進 補 助
特 退 共 事 務 委 託 費

７．簡 保 手 数 料 収 入
８．雑 収 入
９．受 取 利 息
10．当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）
11．前 期 繰 越 収 支 差 額
12．収 入 合 計 （ Ｂ ）

予　算　額
2,500

40,629,600
1,108,800
5,000,000
5,891,200
5,500,000
2,600,000
15,520,325
2 ,607 , 600
1 ,200 , 000
400 ,000
200 ,000
500 ,000
100 ,000
100 ,000

10 ,157 , 500
255 ,225
450,000
1,300,000
15,000

78,017,425
15,907,174
93,924,599

前年度予算
6,500

42,129,720
1,533,900
5,000,000
5,466,100
5,500,000
2,600,000
15,692,575
2 ,681 , 800
1 ,200 , 000
400 ,000
200 ,000
500 ,000
100 ,000
200 ,000

10 ,137 , 400
273 ,375
700,000
1,500,000
30,000

80,158,795
15,812,225
95,971,020

増　　　減
－4,000

－1,500,120
－425,100

0
425,100

0
0

－172,250
－74 ,200

0
0
0
0
0

－100 ,000
20 ,100

－18 ,150
－250,000
－200,000
－15,000

－2,141,370
94,949

－2,046,421

備　　　　　　考

会員会費　3,387社
部会会費
支部事業参加費等
源泉・青年・女性　部会費・参加費等

総会・新年賀詞交歓会
講習会・研修会等会費

（全）公益収入
（全）公益収入
（全）公益収入
（東）公益収入
（東）公益収入
（東）公益収入
（東）公益収入
（全）収益収入（連協費含む）
（全）収益収入
簡保手数料
大同・健診
銀行利息

（支出の部）
科　　　　　　　　目

１．事 業 費
講 習 会 指 導 費
支 部 活 動 費
（ 支 部 助 成 費 ）
（会員増強支部交付金）
部 会 活 動 費
（ 部 会 補 助 費 ）
中 野 法 人 会 報 費
連 合 会 費
全 法 連 会 報 費
連 合 会 行 事 費
会 員 増 強 運 動 費
印 刷 製 本 費
通 信 費
図 書 費
調 査 研 究 費
慶 弔 費
諸 会 費
簡 保 事 務 委 託 料
法 人 会 名 簿 作 成 費

２．会 議 費
総 会 費
役 員 会 費
委 員 会 費
厚 生 連 協 会 議 費

３．管 理 費
給 与 手 当
福 利 厚 生 費
会 員 管 理 費
旅 費 交 通 費
通 信 運 搬 費
消 耗 品 費
修 繕 費

予　算　額
45,350,000
15 ,000 , 000
10 ,000 , 000
4 ,292 , 900
2 ,060 , 000
6 ,000 , 000
1 ,400 , 000
2 ,500 , 000
200 ,000
1 ,000 , 000
1 ,500 , 000
500 ,000
2 ,000 , 000
3 ,600 , 000
250 ,000
300 ,000
600 ,000
300 ,000
600 ,000
1 ,000 , 000
7,830,000
3 ,300 , 000
3 ,300 , 000
1 ,000 , 000
230 ,000

30,150,000
20 ,000 , 000
2 ,700 , 000
1 ,000 , 000
1 ,000 , 000
1 ,700 , 000
1 ,200 , 000
300 ,000

前年度予算
45,850,000
15 ,000 , 000
10 ,000 , 000
4 ,550 , 450
2 ,020 , 000
8 ,000 , 000
1 ,400 , 000
2 ,000 , 000
200 ,000
1 ,100 , 000
1 ,500 , 000
500 ,000
2 ,000 , 000
3 ,500 , 000
250 ,000
300 ,000
600 ,000
300 ,000
600 ,000

0
7,830,000
3 ,300 , 000
3 ,300 , 000
1 ,000 , 000
230 ,000

30,225,000
20 ,000 , 000
2 ,700 , 000
1 ,500 , 000
1 ,000 , 000
1 ,700 , 000
1 ,200 , 000
300 ,000

増　　　減
－500,000

0
0

－257 ,550
40 ,000

－2 ,000 ,000
0

500 ,000
0

－100 ,000
0
0
0

100 ,000
0
0
0
0
0

1 ,000 , 000
0
0
0
0
0

－75,000
0
0

－500 ,000
0
0
0
0

備　　　　　　考

講習・講演・研修・新年会他
支部活動費
支部活動費・補助

源泉・青年・女性　部会活動費
源泉・青年・女性部会活動費・補助

6回発行（130号～135号）
東法連会費
「ほうじん」購入費
全・東法連行事参加費
支部協力費・ノベルティー
行事開催案内状等
行事通知・ほうじん・会報等
税務図書・新聞
渉外・調査研究等
会員・友誼団体等
関係団体会合会費等

総会関係費用
理事会・常任理事会他
委員会関係

職員・アルバイト（内事業費扱16,000,000）

法定社保・特退共
T&D情報システム・NSS・閲覧料
出張・交通費等
電話料・会報発送費・手数料他
事務用品他
修繕費
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水 道 光 熱 費
保 険 料
地 代
雑 費

４．法 人 税 等 繰 入 額
５．周 年 行 事 費
６．固 定 資 産 取 得 支 出

備 品 購 入 費
７．積 立 預 金 支 出

退 職 給 与 積 立 預 金
会 館 建 設 積 立 預 金
周 年 行 事 積 立 預 金

８．予 備 費
９．当 期 支 出 合 計 ( C )
10．当 期 収 支 差 額
次 期 繰 越 収 支 差 額

350 ,000
500 ,000
1 ,000 , 000
400 ,000
100,000

0
500,000
500 ,000
3,000,000

0
2 ,000 , 000
1 ,000 , 000
6,994,599
93,924,599

－15,907,174
0

350 ,000
75 ,000

1 ,000 , 000
400 ,000
100,000

0
500,000
500 ,000
8,000,000
1 ,000 , 000
6 ,000 , 000
1 ,000 , 000
3,466,020
95,971,020

－15,812,225
0

0
425 ,000

0
0
0
0
0
0

－5,000,000
－1,000 ,000
－4 ,000 ,000

0
3,528,579

－2,046,421
94,949

0

電気・ガス・水道料
火災保険料・大型保障制度
81,890×12ケ月

机他

（Ａ）－（Ｃ）
（Ｂ）－（Ｃ）

（但し、科目間の流用を認める）

（注）収益按分により一般会計と収益事業特別会計に按分する。
12,177,725÷（65,839,700＋12,177,725）＝0.156

＊事業費のうち、簡保事務委託費600,000円は、収益直接費用。
＊管理費のうち、人件費の8割相当額16,000,000円は、事業費に繰入。

（第４号議案）

（収入の部）

平成15年度　収支予算　総括表
（一般会計・収益事業特別会計）（平成15年４月1日～平成16年３月31日） （単位：円）

（第５号議案）

４月24日の理事会において、「選考委員制」により理事・監事を選出することに決定しており、15名の選考委員により
候補者を慎重審議、検討。その後本会場にて、次のページに掲載してある理事77名、監事３名が決定致しました。

特別委員会設置の件（第６号議案）

議長より、次の様な主旨説明があり承認可決されました。
『本年度より、東法連に、「社会貢献委員会」が設置されるという事で、各単位会においても、順次設置を、との要請があ
りまして、去る４月24日の理事会で検討させていただきました。当中野法人会としましては、すぐに「社会貢献委員会」
を設置せずに、特別委員会として、設置する事に致し度いと思います。
社会貢献活動として、現在「中野まつり」に参加を致しておりますが、事業委員会を中心に、青年部会、女性部会の役

員の皆様にご尽力をいただいて参加をしてきております。
そこで、担当副会長には、事業委員長に就いていただき、副委員長には、事業副委員長と青年部会長、女性部会長に就

いていただき、委員には、事業委員・青年部会・女性部会の役員の皆様に就いていただく事で、スタートして参り度いと
思っております。
当面の活動としましては、「中野まつり」への参加ですが、今後は、「環境保全活動」なども検討して参り度いと思って

おります。』

科　　　　　　　　目
１．基 本 財 産 利 息 収 入
２．会 費 収 入
３．事 業 収 入
４．補 助 金 収 入
５．推 進 費 収 入
６．雑 収 入
７．特 定 預 金 取 崩 収 入
８．繰 入 金 収 入
当 期 収 入 合 計 （ Ａ ）
前 期 繰 越 収 支 差 額
収 　 入 　 合 　 計 （ Ｂ ）

一　般　会　計
2,500

41,738,400
18,991,200
5,107,600

0
0
0
0

65,839,700
13,082,994
78,922,694

収益事業特別会計
0
0

1,750,000
0

10,412,725
15,000

0
0

12,177,725
2,824,180
15,001,905

内部取引消去
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

合　　　　計
2,500

41,738,400
20,741,200
5,107,600
10,412,725

15,000
0
0

78,017,425
15,907,174
93,924,599

（支出の部）
科　　　　　　　　目

１．事 業 費
２．会 議 費
３．管 理 費
４．什 器 備 品 取 得 支 出
４．特 定 預 金 支 出
５．法 人 税 等 引 当 金 繰 入
６．繰 入 金 支 出
７．予 備 費
当 期 支 出 合 計 （ Ｃ ）
当 期 収 支 差 額（Ａ）－（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）

一　般　会　計
51,273,000
6,608,520
11,942,600
500,000
3,000,000

0
0

6,994,599
80,318,719

－14,479,019
－1,396,025

収益事業特別会計
10,077,000
1,221,480
2,207,400

0
0

100,000
0
0

13,605,880
－1,428,155
1,396,025

内部取引消去
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

合　　　　計
61,350,000
7,830,000
14,150,000
500,000
3,000,000
100,000

0
6,994,599
93,924,599

－15,907,174
0
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社団法人　中野法人会新役員 （平成15年５月22日現在）（敬称略）

会 長

副 会 長

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

常任理事

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

理 事

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

飯田又右衛門

青 井 忠 雄

宮 坂 信 一

江 藤 利 雄

鈴 木 芳 久

宮 島 茂 明

田 中 将 利

榎 本 　 一

杉 山 正 道

宮 島 武 司

鳥 居 憲 夫

越 後 康 夫

大 月 浩 司 郎

阿 部 昭 男

吉 川 昭 一

高 野 允 雄

海 老 澤 勉

安 達 七 郎

秋 元 良 宣

麻 沼 雅 海

西 條 昭 市

横 山 浩 之

大 島 幸 子

青 柳 　 保

生 形 昌 宏

篠 崎 吉 紀

大 神 田 紀 夫

西 見 雄 一 郎

堀 野 　 慧

福 本 敬 文

定 方 甲 子 雄

橋 本 茂 男

岸 　 武 志

松 本 英 夫

加 藤 弘 海

本 間 誠 二

村 澤 儀 雄

市 村 一 男

石 井 光 雄

田 中 秀 和

井 塚 武 夫

島 根 　 猛

関 田 秀 男

1 あぶまた味噌

1 丸 　 　 　 井

宮 坂 醸 造 1

1 エ 　 ト 　 ー

1七星科学研究所

宮 島 物 産 1

田 中 金 属 1

1 榎 　 　 　 本

帝 都 博 善 1

宮 島 物 産 1

大 成 食 品 1

大 重 木 材 1

1フジヤカメラ店

美 奈 川 建 設 1

宮 園 石 油 1

1 コ 　 ー 　 ノ

2 エ ビ サ ワ

石田プレス工業1

2 秋 元 式 典

アサヌマコーポレーション1

新 星 自 動 車 1

横 山 保 全 3

2 大 　 　 　 島

大 和 産 業 1

日 昇 ホ ー ム 1

2日本エステートシステム

大 神 田 建 設 1

1 鷺 宮 製 作 所

1 堀 野 工 務 店

東京ウエスタン交通1

三 協 興 業 1

1 サ ン エ イ

むさしや食品販売1

2 松 本 商 店

2 ム サ シ ヤ

1セイコーサービス

日本自動車交通1

2メンテナンス市村

3 きくや洋品店

1 田中鍍金工場

1 井 　 　 　 塚

2 千 　 草 　 園

2 太 洋 製 作 所

理 事

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

監 事

〃 〃 〃

〃 〃 〃

顧 問

〃 〃 〃

〃 〃 〃

相 談 役

〃 〃 〃

〃 〃 〃

小 島 清 隆

斉 藤 喜 久 雄

藤 沢 義 一

江 川 達 雄

斉 藤 謙 治

石 井 卓 爾

石 井 祐 治

鈴 木 宏 侑

石 井 正 幸

鈴 木 照 男

安 達 昭 子

川 村 秀 利

三 輪 喜 久 子

高 波 貞 二

石 井 　 博

清 水 　 明

川 村 洋 治

鎌 田 政 明

小 澤 岩 男

吉 川 　 茂

佐 藤 正 則

板 倉 　 勝

山 田 祐 司

相 田 和 成

青 木 平 四 郎

柴 　 隆 夫

木 村 栄 大 郎

萩 尾 孝 之

倉 本 竜 二

根 岸 正 治

林 博

老 川 知 範

白 川 邦 雄

榎 本 郁 夫

北 誠 之 助

飯 田 雄 一

山 本 嘉 一

溝 口 秀 和

老 川 正 次 郎

西 見 一 郎

窪 寺 　 登

川 口 　 孝

石 井 須 美

1結城堂室内装飾工房

三 恵 電 気 1

2 松 　 　 　 喜

1 日 栄 東 海

2 白 　 蓮 　 堂

三 和 電 気 工 業 1

昭 和 管 財 1

日 本 閣 観 光 1

1アークフェニックス

1建築設計エスカルゴ

1大昭国際旅行社

宮 園 オ ー ト 1

三 輪 商 工 1

高 波 興 業 2

2 宝 　 来 　 家

1コーエーテクニカ

1 広 　 島 　 屋

1 阿 　 波 　 屋

1 清 和 電 機

東 悠 石 油 1

1 鳥 　 一 　 番

中 野 建 設 塗 装 1

1エスピーブレイン

1 三 　 　 　 鈴

2 青 木 葬 儀 社

2 柴 　 商 　 店

木 村 化 学 産 業 1

1 都 市 美 工

ペ ガ サ ス 興 業 1

2 根 岸 建 設

林 工 業 1

1 老 川 工 芸 所

白 川 商 事 1

1橋場グランド社

1三和コネクタ研究所

1 深雪スタジオ

1 杉 浦 製 作 所

金 剛 産 業 1

1 老 川 工 芸 所

1 鷺 宮 製 作 所

窪 寺 工 業 1

1 カ ワ グ チ

三 和 電 気 工 業 1
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新　評　議　員 平成15・16年度　　　（敬称略）

川 口 宏 幸

大 須 賀 稔

吉 田 雅 治

鈴 木 義 典

高 橋 　 薫

中庭めぐみ

大 木 年 光

村 松 末 男

塩野谷和彦

内 田 真 人

高 橋 義 英

田 中 隆 博

小 林 兌 至

宮 下 　 啓

樋 渡 英 彦

大 塚 恵 代

斉 藤 周 造

恩 田 宗 一

沼 上 英 雄

田 中 靖 彦

杉 浦 赤 弥

高 崎 吉 男

平 澤 良 二

沼 尾 秀 夫

城 宝 孝 司

矢 島 満 男

浅 井 徳 昭

吉沢信次郎

桜 井 　 聖

大 木 　 隆

安 川 庸 夫

飛 田 定 己

田 中 明 夫

松 室 貞 治

吉 野 将 直

鈴 木 　 勉

寺瀬真優美

高 野 成 行

春 名 修 明

芹 澤 　 義

吉 川 　 保

2川口設備工業所

1 山 　 　 　 傳

ジェーピーシー1

鈴 和 金 属 1

東 昭 建 設 1

2 日 　 正 　 閣

2 大 木 工 業 所

西京信用金庫鷺宮支店

1 塩野谷工務店

2 ウ 　 チ 　 ダ

白 鷺 産 業 1

田 丸 産 業 1

1 升屋小林商店

1 鷺 宮 製 作 所

西武信用金庫鷺宮支店

2 大 塚 米 店

1 斉 藤 商 店

1 恩 　 　 　 田

東 合 交 易 1

田 中 電 気 1

2 杉 浦 建 設

2 吉 野 商 事

東 神 事 務 機 1

日 光 電 機 1

1 関東グリーン

2 中 乃 見 家

3 富 士 屋 商 店

1 竹 　 　 　 久

2 桜 井 商 店

大 木 運 送 1

1 ヤ ス カ ワ

飛 田 洗 染 1

宮 坂 醸 造 1

松室塗装工業1

1 吉 野 工 業

2 仲 川 式 典

1 よ 　 ね 　 屋

2 高 野 花 園

2 は る な 電 気

芹 沢 電 設 1

東 洋 理 化 1

荻 野 　 勉

竹 渕 　 晃

佐 藤 泰 義

市 川 豊 彦

寺 田 康 夫

鍋 島 龍 男

深 沢 貞 彦

窪寺千鶴子

相原光一郎

古 屋 利 一

篠原ヒナ子

久 保 鐵 男

高 橋 信 房

南 波 秀 義

谷 津 和 広

山 中 　 茂

酒 井 秀 彦

高 山 義 章

食 野 三 郎

田 辺 定 治

長 田 恒 夫

青 木 　 武

熊 倉 三 男

尾 崎 栄 一

遠 山 　 博

近藤千佳之

長 浜 好 一

田 中 淳 正

三 橋 　 満

藤 本 利 成

安 藤 通 久

小 山 良 夫

吉 岡 一 義

桜 井 悠 介

柳 　 萬 治

鈴木寿美雄

松 沢 　 昶

飛 田 幸 雄

木 下 幸 雄

赤 羽 正 之

田 村 慶 三

2 阿 ら 井 食 堂

1 大 　 　 　 森

1 む ろ う ち

2 信 濃 自 動 車

東 京 飲 料 3

2 鍋 島 建 具 店

1 泰 成 建 築

2 よ 　 ろ 　 づ

1 便 　 利 　 社

1 富 　 士 　 利

2 正 和 自 動 車

1 久 保 書 店

1セフティデンキ

1 南 波 金 物 店

2 上 州 屋 葬 祭

2 平 和 不 動 産

大 地 建 設 1

1 ス ペ ー ス

1 日 　 　 　 建

1 創 進 設 備

ブロードウェイ管理組合

2 ア 　 オ 　 キ

2 プ 　 リ 　 ン

日本鉄道広告1

1 ス ト ッ ク

3 富 　 士 　 屋

2 長 浜 葬 儀 社

山王テクノアーツ1

1 美 和 工 務 店

2 不 　 二 　 園

2サンライズコーポレーション

西武信用金庫東中野支店

2吉岡ランドリー

2 グ レ イ ス

1マルマンストアー

2鈴木紙器製作所

1 ト ー オ ン

2アリスト・ジャパン

西 武 信 用 金 庫

1 タ マ リ ヤ

田村石材工業1

鈴 木 康 夫

井 上 和 子

廣 瀬 興 紀

赤 羽 光 一

西 村 正 洋

館 野 年 美

古 野 　 典

江 藤 春 雄

須 藤 勝 見

栗 原 武 弘

瀬 戸 良 皓

上 原 久 旺

中 村 克 彦

鳥 山 一 雄

瀬 尾 国 男

横 山 哲 三

豊 山 昌 大

落 合 藤 直

畦 地 秀 明

井 元 康 夫

坂 崎 隆 義

牛 窪 き み

堀 井 昭 子

吉 岡 諒 伍

森 山 晴 男

逸 見 悌 治

碓 田 幸 夫

香 西 敏 夫

原 勇

小 倉 　 勇

横 倉 正 志

野 上 茂 夫

榎 戸 秀 男

竹 本 　 博

吉 沢 良 二

矢 澤 勝 英

高 木 孝 一

戸 矢 崎 哲

1 四 谷 大 塚

井上塗装工業1

奥山管材機器1

1 赤 羽 商 店

吉 田 製 薬 1

2 丸 美 工 芸

ツ カ サ 電 工 1

2 江 藤 書 店

2 鳳 　 月 　 堂

栗 原 建 物 1

1正栄機械製作所

1 川 　 越 　 屋

2富士見ハウジング

1 中 電 商 会

3瀬尾自動車塗装部

横山設備工業1

2 豊 　 文 　 軒

2 落 合 商 会

タイガー自動車工業1

2アイ・ケイ・ワイ

2 デ ジ コ ム

1 牛 窪 木 工 所

堀 井 運 送 1

クリステル工業1

城 西 運 送 1

1 美 鈴 商 店

1 金 吾 堂 製 菓

第 一 建 業 1

東京都個人タクシー（協）

2 友 　 美 　 堂

サ ノ ヤ 1

野 上 食 品 1

1 武 　 蔵 　 屋

竹 本 金 属 1

1ハルナヨコハマタイヤサービス

矢澤光学塗装1

カルソニックカンセイ1

国際電子工業1

///////  第　１　支　部 ///////

///////  第　５　支　部 ///////

///////  第９中央支部 ///////

///////  第９本町支部 ///////

///////  第　６　支　部 ///////
///////  第　10 支　部 ///////

///////  第　11 支　部 ///////

///////  第　12 支　部 ///////

///////  第　７　支　部 ///////

///////  第　８　支　部 ///////

///////  第　２　支　部 ///////

///////  第　３　支　部 ///////

///////  第　４　支　部 ///////
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平成15・16年度各委員会委員名簿

鈴 木 勝 定
石川ゆう子
篠 　 春 男
斉藤アサ子
松 原 長 治
前 田 明 博
矢 島 昭 三
関 　 清 一
尾城八十吉
折 原 烈 男

2 常 陸 商 事
2 石 川 製 作 所
1 越 後 屋 商 店
1 斉 藤 商 店
中 野 運 輸 1

旭 建 設 工 業 1

1 中 野 計 器
1 つ る た 屋
2 ヲ シ ロ 薬 局
折原コーヒー1

大 野 英 夫
小 川 信 夫
大 橋 一 恵
生 駒 高 史
川 村 　 巌
清 水 康 代
松 本 武 男
奥 山 二 郎
深 澤 平 八
安 藤 幸 好

大 野 運 輸 2

2 小 川 薬 局
1 大 　 は 　 し
光 進 電 機 1

宮 園 自 動 車 1

1コーエーテクニカ
1 ハ イ カ ッ ト
奥山管材機器1

1 中 野 屋 米 店
2大谷屋食料品店

中 根 秀 明
石 田 　 正
辻 　 　 實
石 森 安 英
稲 葉 次 郎
樋 口 利 一
雨 宮 利 男
野 上 和 夫

中 根 運 送 2

石田プレス工業1

2 文 　 友 　 社
石 森 製 粉 1

稲 葉 建 設 1

1 樋 口 工 務 店
弥 生 交 通 1

野 上 食 品 1

ホットなお店紹介�

居酒屋 乃がた�

やきとり1本100円から… 
その店は、野方5丁目、居酒屋「乃がた」だ。第3支部副支部長の市村氏
のご子息、昌則さんが店長さん。 
おばあちゃんの時代から、何と親子三代に亘り、味と共に引き継がれてい
るトラディッショナルな店である。座席35、テーブル20席、カウンター15席と、
ちょっとした宴会もできる。 
やきとり20種、料理50種と何れもリーズナブルな価格で、日本酒も北から南
までの銘酒が揃っている。 
一度行くと必ず二度三度と行きたくなる店である。　  （記  本間  誠二） 

営業時間・夕 5：00～深夜
0：00（フード LO 夜 11：00、
ドリンク LO 深夜 0：00） 
座席・35席（テーブル20席、
カウンター15席） 

中野区野方5-28-5�
TEL 03-3338-4987�
定休日　日曜日�

参　　　　　与 （敬称略）

委員会

委員長

（支部）

1

2

3

4

5

6

7

8

9中央

9本町

10

11

12

総務委員会

（名簿作成委員会）

江藤委員長

総務・榎本副委員長

総務・越後副委員長

名簿・折原副委員長

名簿・吉川副委員長

名簿・麻沼副委員長

1榎 本

三協興業1

2松本商店

折原コーヒー1

大重木材1

2プ リ ン

1建築設計エスカルゴ

宮園石油1

1広 島 屋

東悠石油1

1三　　鈴

林 工 業 1

アサヌマコーポレーション1

事業委員会

田中委員長

海老澤副委員長

西條副委員長

横山副委員長

横山保全3

東京ウエスタン交通1

1ヤスカワ

3きくや洋品店

新星自動車1

2ア オ キ

1大昭国際旅行社

高波興業2

1コーエーテクニカ

2エビサワ

1エスピーブレイン

ペガサス興業1

白川商事1

税制委員会

青井委員長

杉山副委員長

高野副委員長

安達副委員長

2日本エステートシステム

帝都博善1

1吉野工業

1井　　塚

1久保書店

2松　　喜

1アークフェニックス

西武信用金庫

1コ ー ノ

1正栄機械製作所

石田プレス工業1

1都市美工

矢澤光学塗装1

厚生委員会

鈴木委員長

鳥居副委員長

大月副委員長

東昭建設1

むさしや食品販売1

2メンテナンス市村

大成食品1

2平和不動産

1フジヤカメラ店

昭和管財1

2宝 来 家

井上塗装工業1

2江藤書店

中野建設塗装1

城西運送1

サ ノ ヤ 1

広報委員会

宮島委員長

本間副委員長

川村副委員長

大神田建設1

東神事務機1

1セイコーサービス

1田中鍍金工場

2上州屋葬祭

日本鉄道広告1

日本閣観光1

宮園オート1

1 阿波屋

栗原建物1

2デジコム

堀井運送1

2テクノセット

特別委員会

（社会貢献委員会）

田中委員長

海老澤副委員長

西條副委員長

横山副委員長

大島女性部会長

（事業委員）

（青年部会役員）

（女性部会役員）

大和産業1

1堀野工務店

宮島物産1

2千 草 園

2太洋製作所

1日栄東海

美奈川建設1

三輪商工1

奥山管材機器1

1清和電機

2柴 商 店

2秋元式典

1老川工芸所

日昇ホーム1

1サンエイ

2ムサシヤ

1よ ね 屋

1富 士 利

1スペース

1美和工務店

田村石材工業1

ツカサ電工1

1鳥 一 番

木村化学産業1

第一建業1

1橋場グランド社

組　織　委　員　会

宮坂委員長

宮島副委員長

阿部副委員長

秋元副委員長
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日昇商事1 杉浦玲子
４月11日に消防博物館見学をして来ました。ま
ず目に入ったのは立派な建物。屋上にヘリコプタ
ーがあるのです。実際に乗って操縦桿を握る事が
出来、飛び立ちはしませんが臨場感があるのでワ
クワクしてしまいました。時代を感じる計器を見
て、その頃日本で初めての消防ヘリコプターで飛
んだ人や、それを見上げた人達はどんな気持ちだ
ったろうと思いました。
江戸時代の火消しから現在までの消防の歴史も
よく分かりました。江戸当時は何よりもまず延焼
を防ぐのが大事、火の先回りをして家を壊してい
ったのだそうです。柱を切って屋根に上って、人
の重みで家を潰す。全てを消火させるまで大変な
苦労、火事に対する恐怖も大きかった事でしょう。

技術が進んで安心に暮らせる現在ですが、煙が出
てからでは冷静に対処出来るか分かりません。楽
しめるコーナーも多い消防博物館を訪ねてみて、
一番怖いのは人間の油断、常日頃より防災に気配
りをしようと実感しました。興味深く、楽しい研
修会でした。

部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 

◆源泉研究部会◆

＝第252回研修会 四谷消防博物館＝

７

月 日 曜 行　　　　事 時　間 会　　　場

2・3

8・9

9

16・17

23・24

29・30

水・木

火・水

水

水・木

水・木

火・水

パソコン講習会・はじめてのコース

パソコン講習会・Wordコース

広報委員会

パソコン講習会・Excelコース

パソコン講習会・Internetコース

パソコン講習会・電子メールコース

各委員会開催予定

１：30～５：00

１：30～５：00

４：00～

１：30～５：00

１：30～５：00

１：30～５：00

テラハウスICA

テラハウスICA

法人会館（5:30～新旧交流会サンプラザ）

テラハウスICA

テラハウスICA

テラハウスICA

（新旧交流会・予定）

８

９

月 日 曜 行　　　　事 時　間 会　　　場

8

26・27

30

〃

金

火・水

火

〃

青年部会役員会

生活習慣病（成人病）健診

役員合同会議（下旬・予定）

法人会全国大会

税制改正要望全国大会

会員増強・進発式（上旬・予定）

会員合同研修会（下旬・予定）

６：00～ 法人会館

中野ゼロ小ホール

中野ゼロ小ホール

東京国際フォーラム（1会30名・役員5名）

東京国際フォーラム

掲示板（中野法人会 行事予定表）

消防車の前でハイポーズ！

又、源泉研究部会の第28回定時総会
並びに第253回研修会が、5月8日e日
本閣において開催されました。第1部
の「第28回定時総会」は、西條部会長が
議長席に着き、「平成14年度事業報告」
「平成14年度収支決算報告」「監査報告」
「平成15年度事業計画案」「平成15年度
収支予算案」「役員改選の件」と、全て
が満場一致で可決されました。
第2部は「第253回研修会」、講師は西

條部会長が良く存じ上げておられる
という、現在、宇宙開発事業団に勤務されている中條清次氏。ご
自身の自己紹介を含め「公務員制度あれこれ」と題し、大変に興
味深い話をしていただきました。今、話題の特殊法人が73法人
ある事、宇宙開発事業団も3つの独立行政法人がひとつになる
事、又、現在の公務員制度に至るまで、明治から、かなりの時を
経ている事も始めて解りました。その歴史的な推移も教えてい
ただきました。来年もまた、どなたかに内部講師をつとめてい
ただき中味の濃い研修会をと思っております。

「第28回定時総会＆第253回研修会」を開催

挨拶する西條部会長

役　員　名　簿　（平成15・16年度）
役　名

部 会 長

副部会長・会計

副部会長

〃

〃

会計監査

相 談 役

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

法　　人　　名

新 星 自 動 車 1

1 鷺 宮 製 作 所

ジェーピーシー1

宮 坂 醸 造 1

1 丸 　 　 　 井

宮 園 自 動 車 1

中 野 運 輸 1

1 天 津 飯 店

日本自動車交通1

1 つ る た 屋

7勤労者福祉振興財団

関 東 バ ス 1

日 本 閣 観 光 1

西 武 信 用 金 庫

アサヌマ・コーポレーション1

氏　　名

西 條 昭 市

千 葉 暢 英

高 橋 　 章

千 葉 信 彦

生方伊左雄

土 屋 俊 夫

松 原 長 治

王 　 徳 子

山 本 光 一

小松崎久仁子

澤 井 則 昭

小宮山高

岡 野 政 義

岡 本 晴 彦

山 本 隆 文

支部

5

1

1

3

6

8

2

2

3

3

6

7

7

8

12



新緑が眩しいほどの５月16
日、「第22回定時総会並びに交
流会」が、日本閣において開
催されました。
ご来賓として、中野税務署
より、東署長、藤井副署長、
遠藤第一統括官、野村審理担
当上席、丸屋審理官にご列席
いただき、第１部は、三輪副

部会長の司会で、石川副部会長の開会のあいさつ、
大島部会長のあいさつと続き、大島部会長が議長
席に着かれ、議事に入りました。
小川幹事より「平成14年度事業報告」、飯田会計
より「平成14年度収支決算報告」、小島会計監事が
「監査報告」、そして小川幹事より「平成15年度事
業計画案」、飯田会計より「平成15年度収支予算案」
と、全てが承認可決されました。その後、東署長
よりお祝辞を頂戴致しました。梶原副部会長の閉
会のあいさつで、総会は盛会裏に終了致しました。

続いての交流会は、支部
毎のテーブルに分かれ、
税を中心とした大変に有
意義な時を、笑いの堪え
ない雰囲気の中、盛会裏
に終了いたしました。

青年部会の「第
23回定時総会」並
びに「第120回研修
会」が、５月9日f
日本閣において開
催されました。第
１部の「第23回定
時総会」は、木村
部会長が議長席に

着き、平澤副部会長から「平成14年度事業報告」、
赤羽会計から「平成14年度収支決算報告」、横山副
部会長より「監査報告」、そして「平成15年度事業
計画案」「平成15年度収支予算案」「役員改選の件」
と全てが承認可決され、新部会長には横山浩之氏
が、赤羽副部会長、柴野会計監事、新たに先崎雅
彦氏、安川政壱氏、細萱朝敏氏、佐藤直人氏が幹
事に就任されました。
その後ご来賓を代表して東署長よりご挨拶をし
ていただきました。
総会に先立って
の「第120回研修
会」では、講師に
中野税務署の野村
上席をお迎えして、
「税制改正のあら
まし」「相続税・贈
与税について」と
題して研修会が行われました。今年度は大きな税
制改正が行れましたので、皆様真剣に研修を受け
ておりました。

又、懇親会では、初代部会長の松原氏にもご出
席いただき新部会長の下、新たなスタートを致し
ました。最後に、現在、親会の副会長としてご尽
力をいただいております宮島副会長、ご卒業とい
う事で、今までの労に対しまして心から感謝申し
上げますと共に大変にお疲れさまでございました。

平成15年７月１日
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◆青年部会◆

新部会長に横山浩之氏を選任

新横山部会長と初代松原部会長

青年部会の華？

◆女性部会◆

「第22回定時総会＆交流会」を開催

大島部会長

部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 部 会 だ よ り 

役　員　名　簿　（平成15・16年度）
役　名
部 会 長
副部会長
〃
〃

副部会長・会計
会計監査
相 談 役
〃
〃

幹 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

法　　人　　名
横 山 保 全 3

松 野 産 業 2

2 白 　 蓮 　 堂
1 中 野 計 器
1 タ マ リ ヤ
柴 野 産 業 1

1 樋 口 工 務 店
宮 園 オ ー ト 1

木 村 化 学 産 業 1

2 式 典 セ ン ザ キ
1 真 　 　 　 韻
1 ヤ ス カ ワ
浅 間 住 研 1

サンリフォームサービス1

2 上 州 屋 葬 祭
河 合 薬 業 1

日 本 閣 観 光 1

1 竹 井 商 会
1 鳥 　 一 　 番
2ビー・アイ・エスデザイン研究所
堀 井 運 送 1

2山下会計事務センター

氏　　名
横 山 浩 之
平澤多香子
斉 藤 謙 治
矢 島 友 伸
赤 羽 正 之
柴 野 直 樹
樋 口 和 正
佐々木洋文
木村栄大郎
先 崎 雅 彦
福 留 成 泰
安 川 政 壱
細 萱 朝 敏
松 室 健 司
谷 津 和 広
河 合 勝 彦
中 原 　 孝
黒 岩 和 代
佐 藤 直 人
赤 星 義 彰
堀 井 昭 子
山 下 晃 司

支部
1
8
6
3
8
8
11
8
10
1
2
3
3
3
5
6
7
9中
9本
10
11
11

役　員　名　簿　（平成15・16年度）
役　名
部 会 長
副部会長
〃

副部会長・会計
会計監査
幹 事
〃
〃
〃
〃

法　　人　　名
2 大 　 　 　 島
アサヌマ・コーポレーション1

三 輪 商 工 1

1 深 雪 ス タ ジ オ
1結城堂室内装飾工房
大 神 田 建 設 1

1 珠 　 州 　 屋
1 よ 　 ね 　 屋
1 コ 　 ー 　 ノ
2 惠 　 　 　 三

氏　　名
大 島 幸 子
梶 原 慶 子
三輪喜久子
飯 田 圭 子
小 島 慶 子
大神田ハツエ
水 垂 雅 子
寺瀬真優美
高 野 郁 子
小 川 敬 子

支部
10
12
8
7
5
1
3
4
9
11
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中野法人会 支部訪問  第7回�

（牛久の大仏） （城ヶ島灯台） （くりはまコスモス畑） （勝沼の葡萄狩り） 

車でにぎわう環七通り 

野方駅前商店街 

（現会員数：326法人）�

TEL：03-3339-2331／FAX：03-3339-0888�

＜信　条＞ 終始一誠 

第３支部   大和町1～4丁目・野方1～6丁目�

＜支部長紹介＞�

宮島　武司 氏�
宮島物産（株）代表取締役会長�
�
愛知県生まれ�
本社　中野区大和町2-2-14

みやじま       たけ  し�

　第３支部は、環七通りを挟んで、南は早稲田通り、北は妙正寺川から
更に新青梅街道までの大和町・野方に位置しています。全体的に住宅街
ですが、早稲田通り沿いと西武新宿線の野方駅周辺には商店街があり、
小中高といった学校や地域センター、そして、野方区民ホールもあり、
法人も密集型というよりは散在しております。昔ながらの法人が多く、

この数年間あまり大きな変化がないと
いうのも特長のひとつです。その為か、
役員一同、大変に気心通う支部でもあり、
会員増強を始めとして、法人会では、
顕著な成果を出している支部です。こ
の３年間続いている支部研修会も大変に好評で、参加された方の中から、
新しい役員さんも誕生しております。今後、こうした会員同士の団結を
大きな武器として、更に新支部長の下、意気軒昂に新支部構築にスター
トを切りました。 

支部長�

副支部長・会計�

副支部長�

副支部長�

会計監事�

相談役�

相談役�

幹　事�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

　〃�

�

宮 島 武 司 �

松 本 英 夫 �

加 藤 弘 海 �

本 間 誠 二 �

大 木 　 隆 �

矢 島 昭 三 �

関 　 清 一 �

神 林 俊 美 �

浅 井 徳 昭 �

吉沢信次郎�

村 澤 儀 雄 �

矢 島 友 伸 �

川 手 　 隆 �

桜 井 　 聖 �

水 垂 雅 子 �

安 川 庸 夫 �

飛 田 定 己 �

佐々木淑夫�

田 中 明 夫 �

松 室 貞 治 �

堀 口 長 樹 �

市 村 一 男 �

吉 野 将 直 �

宮島物産1�

2松本商店�

2ムサシヤ�

1セイコーサービス�

大木運送1�

1中野計器�

1つるた屋�

神林運送1�

3富士屋商店�

1竹久�

日本自動車交通1�

1中野計器�

ヤマザキ産業1�

2桜井商店�

1珠州屋�

1ヤスカワ�

飛田洗染1 

日新開発工業1 

宮坂醸造1 

松室塗装工業1 

1鳳林堂 

2メンテナンス市村 

1吉野工業 

　今まで、支部の研修会を３年連続で実施して参りました。
何れも大変に好評をいただいており、役員一同、今年はどこ
にしようかと嬉しい限りです。今まで、研修会当日は、すべ
て晴天。昨年は、台風一過の翌日でしたが、見事に晴れ
渡り、初秋というのに真夏ばりの陽気でした。第３支部の皆
様の人柄を表しているような気が致します。今後も皆様の期
待に添えるような、様 な々研修会を企画して参ります。 

（社）中野法人会会員�

この会員証紙を切り取って確定申告書にお貼りください。�


